
  

 

『
新
し
い
領
解
文
』
の
「
私
の
煩
悩
と
仏
の
さ
と
り

は
本
来
一
つ
ゆ
え 

そ
の
ま
ま
救
う
が 

弥
陀
の
よ
び

声
」
の
も
と
と
な
っ
た
ご
文
（
親
鸞
聖
人
著
の
『
高
僧

和
讃
』
）
の
一
首
で
す
。
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
は
、
大

乗
仏
教
の
根
本
思
想
だ
と
は
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

親
鸞
聖
人
は
、
そ
の
ま
ま
お
使
い
に
は
な
っ
て
お
ら
れ

ま
せ
ん
。
「
煩
悩
・
菩
提
体
無
二
」
の
解
説
で
、
よ
く

引
用
さ
れ
る
同
じ
『
高
僧
和
讃
』
の
「
無
碍
光
の
利
益

に
て 

威
徳
広
大
の
信
を
え
て 

か
な
ら
ず
煩
悩
の
こ

ほ
り
と
け 

す
な
は
ち
菩
提
の
み
づ
と
な
る
」
「
罪
障

功
徳
の
体
と
な
る 

こ
ほ
り
と
み
ず
の
ご
と
く
に
て 

こ
ほ
り
お
ほ
き
に
み
づ
お
ほ
し 

さ
は
り
お
ほ
き
に
徳

お
ほ
し
」
が
使
わ
れ
ま
す
。
私
は
、
そ
れ
よ
り
も
、
同

じ
『
高
僧
和
讃
』
の
「
尽
十
方
無
碍
光
の 

大
悲
大
願

の
海
水
に 

煩
悩
の
衆
流
帰
し
ぬ
れ
ば 

智
慧
の
う
し

ほ
に
一
味
な
り
」
が
、
標
語
の
ご
和
讃
の
意
と
共
通
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
「
煩
悩
菩
提
体
無
二
」
と

は
、
煩
悩
具
足
の
私
を
、
そ
の
ま
ま
包
ん
で
く
だ
さ
っ

て
い
る
阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
本
願
（
お
心
）
と
受
け
止
め

る
も
の
と
思
う
の
で
す
。
『
新
し
い
領
解
文
』
の
「
ゆ

え
」
が
大
変
な
誤
解
を
招
き
、
も
と
も
と
煩
悩
と
菩
提

（
仏
心
）
が
同
じ
だ
か
ら
、
仏
さ
ま
の
側
か
ら
「
そ
の

ま
ま
救
い
ま
す
」
と
い
う
の
を
、
私
の
方
で
「
こ
の
ま

ま
で
い
い
ん
だ
」
と
誤
解
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。 

 

阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
本
願
は
、
罪
悪
深
重
煩
悩
熾
盛
の

私
を
見
捨
て
る
こ
と
な
く
救
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と

信
知
（
し
ら
さ
れ
）
て
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
本
願
の
お

心
に
、
私
の
煩
悩
が
そ
の
ま
ま
包
み
込
ま
れ
て
い
る
証

と
し
て
、
私
の
こ
こ
ろ
に
、
私
の
口
か
ら
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
味
わ
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
「
さ
と
ら
し
む
」
と
い
う
言

葉
は
「
味
わ
う
」
と
捉
え
て
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
ご
和
讃
は
、 

 
 

本
願
力
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば 

 
 
 

む
な
し
く
す
ぐ
る
ひ
と
ぞ
な
き 

 
 
 

功
徳
の
宝
海
み
ち
み
ち
て 

 
 
 

煩
悩
の
濁
水
へ
だ
て
な
し 

『
高
僧
和
讃 

天
親
讃
』 

に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

「
本
願
力
に
遇
う
」
と
い
う
こ
と
、
「
阿
弥
陀
さ
ま

の
ご
本
願
を
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
ま
た
難
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
〝
疑
い
〟
の
こ
こ
ろ
し
か
持
ち
得

な
い
私
だ
か
ら
こ
そ
、
〝
恩
愛
は
な
は
だ
絶
ち
が
た

く
、
生
死
は
な
は
だ
尽
き
が
た
き
〟
私
だ
か
ら
こ
そ
、

仏
さ
ま
は
私
の
所
に
〝
還
来
〟
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
と

味
わ
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

二
四
七
号

 

二
〇
二
三
年
七
月
一
日
発
行

 

本
願
円
頓
一
乗

ほ
ん
が
ん
え
ん
ど
ん
い
ち
じ
ょ
う

は 

 

逆
悪

ぎ
ゃ
く
あ
く

摂 せ
つ

す
と
信
知

し

ん

ち

し
て 

 

煩
悩

ぼ
ん
の
う

・
菩
提

ぼ

だ

い

体
無
二

た

い

む

に

と 

 

す
み
や
か
に
と
く
さ
と
ら
し
む 

 

『
高
僧
和
讃
』
「
曇
鸞
讃
」
よ
り 

 

発
行 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

稱 

讃 

寺 
 
 

 

〒
一
二
一
ー
〇
〇
七
五 

 
 

東
京
都
足
立
区
一
ツ
家
三
丁
目
五
番
二
〇
号 

 
 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
ー
五
二
四
二
ー
二
〇
二
五 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
ー
五
二
四
二
ー
二
〇
二
六 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

Ｈ 

Ｐ 
s
h

o
u

s
a
n

ji . c
o
m

 
 
 
 
 
 



2 １ 
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『
本
願
寺
新
報
』
二
〇
二
三
年
六
月
一
日
号
本
願 

成
田 

智
信 
氏 
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総参拝数 １３２名（前年度８１名） 

 

〈恒例法要〉 ３２名（前年度１３名） 

 ５月２１日（土） 親鸞聖人降誕会 ３名参拝 お話 住職 

７月１０日（日） 永代経法要 ３名参拝（前年度２名） お話 住職 

８月１１日（木） 盂蘭盆会法要 ２名参拝 お話 住職 

９月２５日（日） 秋季彼岸会法要 ８名参拝（前年度４名） 

 お話 赤松秀敏氏（東京都済生会中央病院・医師） 

１２月１８日（日） 報恩講 ５名（前年度２名） お話 住職 

３月１９日（日） 春季彼岸会法要 １１名参拝（前年度５名） お話 住職 

 

〈のんのん法話会〉１９名（前年度２３名） 

 

〈参拝者数〉 ８１名（前年度４５名） 

（参拝） ３名（前年度８名） 

 

（法務 内勤） 7８名（前年度３７名） １８件（前年度１４件）  

 

〈行事〉 ３名（前年度０名） 

 

 ６月１１日（日） 中島隆信先生と語る会 ３名 

 

〈門徒総代会〉 

６月５日（日）３名出席 後日２名より署名捺印 

 

〈法務 外勤〉 ５５件（前年度 ４８件） 

 

〈布教〉 ５件（前年度２件） 

  

〈法助 他寺院法要出勤〉 ２５件（前年度 ２３件） 

 

〈本山・教区・組・その他〉 

  

１１月１５日（月） 築地本願寺報恩講出仕（日中・逮夜） 

８月１２日（金）～１６日（火） 鹿児島・稱讃寺盂蘭盆会法助 

１０月２７日（木）～１１月１日（火） 鹿児島・稱讃寺永代経法座 

 

※一昨年度（コロナ禍）に比べて、法要件数並びに参拝者数は増加いたしました。 

 しかし、法話会（のんのん法話会）は親鸞聖人のご命日（毎月１６日）を除き、殆   

 どお参り、ご聴聞はありませんでした。法話会の工夫を講じる必要があります。 

令和４年度 稱讃寺 活動報告 
 

令和４年４月１日～令和５年３月３１日 
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〈
一
般
会
計
〉 

総
収
入 

 
 

五
，
六
七
九
，
九
七
七
円 

総
支
出 

 
 

五
，
四
七
一
，
六
四
二
円 

余
剰
金 

 
 
 
 

二
〇
八
，
三
三
五
円 

〈
収
入
の
部
〉 

布
施
収
入 

三
，
一
九
一
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

法
務
布
施 

 

二
，
七
二
八
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

参
拝
布
施 

 
 
 

三
九
五
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

お 

斎 

料 
 
 
 
 

六
八
，
〇
〇
〇
円 

法
助
収
入 

一
，
九
七
七
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

法
務
法
礼 

 

一
，
四
五
七
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

布
教
法
礼 

 
 
 

四
一
〇
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

お 

斎 

料 
 
 
 

一
一
〇
，
〇
〇
〇
円 

別 

収 

入 
 
 

一
〇
二
，
五
三
一
円 

会 
 

費 
 
 

一
九
二
，
〇
〇
〇
円 

雑 

収 

入 
 
 
 

一
〇
，
〇
〇
六
円 

 
 
 
 
 
 

売 
 
 

電 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
円 

 
 
 
 
 
 

そ 

の 

他 
 
 
 
 

一
〇
，
〇
〇
六
円 

前
年
度
余
剰
金 

二
〇
七
，
四
四
〇
円 

 

〈
支
出
の
部
〉 

寺
院
維
持
費 

二
，
二
一
四
，
四
九
五
円 

 

公 
 
 

費 
 
 

三
二
五
，
四
〇
六
円 

 
 
 
 
 
 

宗
派
課
金 

 
 
 

一
七
六
，
二
九
四
円 

 
 
 
 
 
 

公
租
公
課 

 
 
 
 

六
二
，
八
五
〇
円 

 
 
 
 
 
 

諸
年
会
費 

 
 
 
 

八
六
，
二
六
二
円 

 

維
持
管
理
費 

一
，
八
八
九
，
〇
八
九
円 

 
 
 
 
 
 

荘
厳
費 

 
 
 
 
 

七
八
，
九
九
六
円 

 
 
 
 
 
 

営
繕
修
理
費 

 
 
 

六
三
，
一
四
〇
円 

 
 
 
 
 
 

コ
ピ
ー
機
費 

 
 

四
四
六
，
一
六
〇
円 

 
 
 
 
 
 

ダ
ス
キ
ン
費 

 
 
 

四
八
，
八
七
三
円 

 
 
 
 
 
 

墓
地
管
理
費 

 
 
 
 

六
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

月
極
駐
車
費 

 
 

一
八
三
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

水
道
光
熱
費 

 
 

一
三
一
，
七
五
二
円 

 
 
 
 
 
 

火
災
保
険
費 

 
 

一
〇
一
，
二
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

防
犯
カ
メ
ラ
費 

 

三
八
五
，
四
四
〇
円 

寺
院
運
営
費 

三
，
二
五
七
，
一
四
七
円 

 

伝
道
教
化
費 

 
 

四
一
三
，
六
四
四
円 

 
 
 
 
 
 

講
師
謝
礼
費 

 
 
 

五
〇
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

教
化
費 

 
 
 
 
 

九
六
，
四
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

研
鑽
費 

 
 
 
 
 

七
九
，
四
七
〇
円 

 
 
 
 
 
 

法
要
・
行
事
費 

 
 

七
八
，
二
四
一
円 

 
 
 
 
 
 

お
扱
い
費 

 
 
 

一
〇
九
，
五
三
三
円 

 

活
動
移
動
費 

 
 

二
一
八
，
四
四
九
円 

 

接 

待 

費 
 
 
 
 

二
，
九
七
八
円 

 

庶 

務 

費 
 
 

七
一
七
，
五
五
九
円 

 
 
 
 
 
 

事
務
費 

 
 
 
 

一
一
一
，
三
〇
四
円 

 
 
 
 
 
 

通
信
費 

 
 
 
 
 
 

三
，
〇
二
五
円 

 
 
 
 
 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
費 

八
六
，
一
三
〇
円 

 
 
 
 
 
 

発
送
費 

 
 
 
 

二
五
〇
，
〇
九
二
円 

 
 
 
 
 
 

印
刷
費 

 
 
 
 

一
六
三
，
八
七
二
円 

 
 
 
 
 
 

広
告
費 

 
 
 
 
 

九
九
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

購
読
受
信
費 

 
 
 

七
五
，
四
八
五
円 

 
 
 
 
 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
費 

 

一
三
，
八
六
〇
円 

 

渉 

外 

費 
 
 

二
五
五
，
五
五
〇
円 

 
 
 
 
 
 

交
際
費 

 
 
 
 
 

五
三
，
五
五
〇
円 

 
 
 
 
 
 

慶
弔
費 

 
 
 
 

一
五
二
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 
 

寄
付
金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
円 

 
 
 
 
 
 

法
要
懇
志 

 
 
 
 

五
〇
，
〇
〇
〇
円 

 

人 

件 

費 

一
，
六
四
八
，
九
六
七
円 

 
 
 
 
 
 

住
職
給
与 

 

一
，
一
二
七
，
五
九
五
円 

 
 
 
 
 
 

年
金
健
康
保
険 

 

五
二
一
，
三
七
二
円 

〈
特
別
会
計
〉 

収 

入 
 
 
 
 
 

二
九
九
，
二
〇
五
円 

 

懇
志 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
三
九
，
二
〇
五
円 

 

一
時
遺
骨
預
か
り
管
理 

 
 
 
 

三
五
，
〇
〇
〇
円 

 

永
代
使
用
料
積
立
金 

 
 
 
 
 

二
五
，
〇
〇
〇
円 

 

前
年
度
繰
越
金 

 
 
 
 

一
，
五
五
六
，
〇
〇
〇
円 

支 

出 
 
 
 
 
 

五
四
一
，
二
二
四
円 

 

振
興
金
庫
返
済
金 

 
 
 
 
 

五
四
一
，
二
二
四
円 

余
剰
金 

 
 
 

一
，
三
一
三
，
九
八
一
円 

 

○
当
寺
へ
直
接
依
頼
さ
れ
る
法
務
お
布
施
の
収
入

は
、
以
前
の
収
入
額
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
件
数
が
以
前
よ
り
増
え
た
も
の
で
あ
り
、
一
件

単
位
の
お
布
施
額
は
減
少
ぎ
み
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
当
寺
へ
の
直
接
の
お
葬
儀
依
頼
は
一
件
の
み

で
し
た
。 

○
他
寺
院
か
ら
の
お
葬
儀
の
法
助
は
、
十
四
件
あ

り
ま
し
た
が
、
一
日
葬
や
釜
前
読
経
の
よ
う
に
、

ま
だ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
簡
略
化
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
簡
略
化
は
進
む
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
前
身
の
布
教
所
設
立
の
当
初
か
ら
、
将
来

的
に
も
法
務
収
入
だ
け
で
は
寺
院
運
営
は
成
り
立

た
な
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
何
ら
策
を
講
じ

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
ま
す
。 

○
布
教
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
が
、
自
身
の
研
鑽
不
足
も
あ
ろ
う
か
と

反
省
い
た
し
ま
す
。 

○
今
回
、
三
十
二
名
の
方
が
会
費
を
納
め
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
並
び
に
ご
懇
念
も
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
五
十
名
↓

百
名
↓
二
百
名
と
な
れ
る
よ
う
、
努
め
ま
す
。 

令
和
四
年
度 

 
稱
讃
寺
会
計
報
告 

二
〇
二
二
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日 
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2023年度 門信徒会費並びにご遺骨一時お預かり費 
 

 門信徒会費 6千円 お預かり管理費 5千円 永代使用積立金 5千円から 

 
   振込先 城北信用金庫 一ツ家支店 

   名 義 浄土真宗本願寺派 稱讃寺教会 代表 北 村  信 也 

   口 座 普通 ６１７６０５１ 

        または 

   振込先 ゆうちょ銀行 店 名 四四八（ヨンヨンハチ）店 

   名 義 キタムラ シンヤ 

   口 座 普通 ２３７４８５ 
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編
集
後
記
（
愚
案
） 

 

二
〇
二
三
年 

四
月
の
行
事
予
定 

  

比 く
ら

べ
る
こ
と
が 

  
 
 

悩 な
や

み
の
タ
ネ
に 

 

二
〇
二
三
年
「
心
の
と
も
し
び
」
七
月
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り 

 
稱
讃
寺 

六
月
行
事
予
定 

築地本願寺親鸞聖人御誕生８５０年・立教開宗８００年慶讃法要 
 

来年４月２６日（金）～２９日（月）の４日間６座「親鸞聖人御誕生８５０年・立教開

宗８００年慶讃法要」が厳修されます。私ども稱讃寺も東京教区の一員として、この法

要が円滑に執り行われるよう、また教区内の伝道活動の充実、本願寺境内建物の護持の

一助となれるように、ご懇志をさせていただきたいと思います。ご賛同いただきますよ

う、下記の通り、ご案内申しあげます。 

記 

懇志額について ①１万円（お扱い「築地本願寺ナノブロック」） 

        ②１万円未満（オリジナルグッズ） 

受 付 期 間 ２０２３年７月１日～9月30日(土) 

振 込 郵 送 稱讃寺（同封の依頼状をご参照ください） 

 

二
日
（
日
）
門
徒
総
代
会 

午
後
二
時 

  

六
日
（
木
）
の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
二
時 

 

一
六
日
（
日
）
の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
三
時 

 
 
 
 
 
 
 

兼
：
歓
喜
会 

 

二
六
日
（
水
）
の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
二
時 

     

※
七
月
（
新
暦
の
お
盆
）
・
八
月
（
旧
暦
の
お
盆
） 

 

に
つ
い
て
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

但
し
、 

 

八
月
十
四
日
（
月
）
～
十
七
日
（
木
）
ま
で
は 

 

鹿
児
島
・
稱
讃
寺
の
お
盆
参
り
で
帰
省
い
た
し 

 

ま
す
の
で
、
不
在
し
て
お
り
ま
す
。 


